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サイレージ主体飼養ホルスタイン種育成雌牛における血漿成分の推移
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1  1ま   し  め に

哺育・育成期に給与すべきlR飼料として従来から良質乾

草が推奨されてきたが,東北地方は必ずしも乾草生産の適
地とは言えない。サイレージを哺育・育成期の粗飼料源に

できれば,その利用範囲は広いと言えよう。そこで,我々
は粗飼料として乾草を給与せずにホルスタイン種雌牛を哺

育・育成する飼養体系を確立することを目的に一連の試験

を実施している。離乳前後の血漿成分の動態
1)や
離乳後の

栄養摂取・増体成績つについては既に報告した。本論文で

は,その供試牛の血漿諸成分を離乳後90週間にわたり調査

した結果について報告する。

2試 験 方 法

日本飼養標準に示された早期離乳方式に従い離乳させた

ホルスタイン種雌子牛 5頭を,90週間飼養した。この間 ,
牧草10週間―コーン34週間一牧草32週間―コーン14・EFHlと ,

牧草サイレージ (GS)と コーンサイレージ (CS)を 交互
に給与した。期間中GS 19基 ,CS 14基を用いた。GSは
飽食させ,濃厚飼料を補給 (4か月齢までは2 5kg/日 ,

以後は2 kg)し た。CSは 日増体量が700g程度になるよ
う制限給与し,アルファルファヘイキュープを補給 (上限

3 kg)し た。午前 9時に 1日 量を給餌し,2週間ごとに午
後 1時に頚静脈より採血し,血漿成分の分析に供した。ア

ラントインはYoung― Conway法 , 3-ヒ ドロキン酪酸
(3-HB)と酢酸は酵素法 (3oehringer― Mannheim① ,

尿素態窒素 (UN),総 コレステロール, トリグリセリド,
グルコース,遊離脂肪酸 (NE「 A),ア ルブミン, Pは 日
立705型血液自動分析装置により,総蛋白質は屈折法によ

り,Caと lllgは市販キット(カ ルシウムC― テストワコー,
マグネシウムB― テストワコー)に より分析した。

3 試験結果及び考察

図 1及び図 2に栄養摂取及び増体成績
2)を
示す。試験終

了時 (平均体重5661g)ま での平均日増体量は725gと ,は
ぼ設定どおりに推移した。

血漿成分の変化を図 3～ 8に示す。アラントインは試験

期間中栄養摂取量に関係なく,成長に伴い漸減した。試験
後半で高まる傾向を示したが,こ れは妊娠牛の影響による

もので,妊娠後半に内因性のアラントイン量が増大するこ

とが示唆された。UNは CP摂取量 (乾物中CP%)の変
動に対応して変化した。 3-HBと 酢酸濃度の変動パター
ンはよく一致しており,採食量 (採食速度)の増加に伴い
高まった。CS給与期に比較しCS給与期に低い傾向であっ
た。30mg/100υ を超える3-HBも 散見されたが,NEFA
やグルコース濃度の変化から食餌性のケトン生成によるも

のと考えられた。グルコース濃度は離乳後12週間は採食量

の増加に伴い上昇し,その後は漸減した。総蛋自質は68
/100m′ ,ア ルブミンは3g/100溜前後で推移した。総コ
レステロール, トリグリセリドは難乳後20週間程は増加す

る傾向を示し,その後は変動しながら一定の範囲で推移し

た。Ca,P,Mg値 は正常値の範囲で推移 したが,Caは
試験後半のCS給与期に低下する傾向であった。

4 ま と め

粗飼料として乾草を給与せず,サイレージを中心とした

飼養体系により哺育・育成したホルスタイン種雌牛の血漿

成分を離乳後90週間にわたり調べた。その結果、血漿成分
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に異常は認められず,サ イレージが哺育・育成期の粗飼料

源として有効なことが示された。
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